設置と接続 


本装置をラックへ設置し、ケーブル類を接続して、電源を ON にすることができる状態になるまでの手順と 
を意事項を説明します。 


設置(^28ぺージ） . ラックの設置から本装置をラックへ搭載する手順 

について説明します。 

接続(^37ぺージ） . 本装置の前面-背面にあるポートへケーブルを接 

続する際のを意事項や留意点について説明しま 
す。 


0NL-4142aN-180Re3-000-02-0601 
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設置 

本装置は EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 


ラックの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説明書(添付の忙 XPRESSBULDERJCD-ROM の 
中にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
間い合わせ<ださい。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 






装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を(2、ずお守りください。人び死 
t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご 
覧ください。 

• 指定 m がの場所で使用しない 



A ミ主意 


AA 

0 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
似降の説明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 荷重び集中してしまうような設置はしない 

• 1人で部品の取り付けをしない 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 
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本装置の設置にふさわしい場所は次の通りです。 



保てる場所での使用をお勧めします。 


n-O ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、ラック内部の温 
度び各装置か5発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温度 （1 0で〜3已で）を超え、 
誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中にラック内部の温度び保証節囲を超えないよ 
うラック内部、および室内のエアフ □— について十分な検討と対策をしてください。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラック 

を設置したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのお<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお< 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)のお<(やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくじ設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 


ラックへの巧り付け/ラックか6の巧0かし 


本装置をラックに取り付けます用又り外し手順についても説明しています）。 

別売の内蔵型オプションを購入している場合は8章を参照して、ラックに取りがける前に取 
りがけてください。 



A ミち意 


AA 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
似降の説明をご覧ください。 

• 2人 ly 下で持ち上げない 

• 指定 m がの場所に設置しない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取りがけるために次の部品があることを磕認してください。 




項番 

名称 

数量 

備考 

① 

スタビライザバー 

1 

ケーブルアームアセンブリと 
一体になっている。 

② 

ケーブルアームブラケット 

1 

ケーブルアームアセンブリと 
一体になっている。 

③ 

ケーブルアームアセンブリ 

1 


④ 

スライドレール 

2 

L 用と R 用各1本 

⑥ 

ケーブルアームス□ープアセンブリ 

1 


⑥ 

ケーブルストラップ 

5 


⑦ 

ケーブル固定ブラケット 

2 


⑧ 

M 6 ネジ 

5 


⑨ 

ケーブルタイ 

5 


⑩ 

テンプレート 

1 
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取り付け手順 


次の手順で装置をラ、ソクへ取り付けます。 



轉社のオプションラック ( N 8140 -74) へ取り付けることはできません。 


1 . テンプレートを使って装置を取り付ける 
位置(高さ）をまめる。 

テンプレートの高さは本装置と同じで 
す。テンプレートをラックの前後にあて 
て取り付ける位置をまめてください。ま 
た、テンプレート(こは、スライドレール 
の取り付け位置が書かれています。これ 
6の取り付け位置を確認して < ださい。 



2 . スライドレールの準備をする。 


スライドレールのラ、ソチを外側に押し 
て、次にラッチを手前に引きスライド 
レールを開きます。 ラ、 ソチが固定されて 
開いたままの状態になります。スライド 
レールのもう一方の端も同様(こ開きま 
す。反対側のスライドレールについても 
同じ手順を繰り返します。 


I チェック I 

をスライドレールには、それぞれ 
「 Left 」 (左)および 「 Right 」 (ち）の巧が 
人っています。 




A ミ主意 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を(2、ずお守りください。乂傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 

• ゆびを挟む危険性びありまず。取り扱い時には、ゆびなどを挟まないよう、 
十分を意してください。 
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3. スライド レールを 取り付ける。 

左スライドレールを前部マウントフラン 
ジの位置(こ合わせます。 スコアマーク 
を、上部2つの 1-U 搭載位置の間にある 
線に合わせます。スライドレール ラ、 ソチ 
を外側に押してスライドレールラッチを 
閉じ、スライドレールを固定します。ち 
スライドレールの前部についても、同様 
の手順を繰り返します。スライドレール 
を後部マウントフランジの位置に合わせ 
ます。ラ、ソチを閉じて、両側のスライド 
レールの後部を固定します。 

スライドレールの後側は添付の M6 ネジ1 
本で固定します。 


w-Ol 


スライドレールピン 



両側のスライドレールびマウントフランジにしつかり固定されていることを確認してください。 
しっかりと固定されている場台は、スライドレールピンびマウントフランジおよびスライドレー 
ルか5飛び出した状態になります。 


一画 

この時点では、後側のみ M 6 ネジで固をします。前側のネジは装置をラック内に固をする際に使 
用します。 


4 . 装置本体を搭載する。 

両側のスライドレールが□ックするまで 
ラックか6手前に引き化します。スライ 
ドレールのタブを装置本体の対応する差 
し} A み部分(こ合わせてか6装置本体をス 
ライドレールに降ろします。 


各スライドレールのタブび装置本体の 
対応する差し込み部分にしっかりと挿 
入されていること、および装置本体が 
スライドレールの上端に載っているこ 
とを確認してください。 
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己.装置本体を固定する。 

装置本体をスライドレール(こおって約2己 
mm ラック方向に懷重(こスライドさせて 
装置本体をスライドレール上で□ックさ 
せます。 

p-Ol^ 

装置本体び所定の位置で□ックされる 
と、装置本体の各側面にある青色のイン 
ジケータび見えるよラになります。装置 
本体びスライドレールのフックにしっか 
りと接触していることを確認してくださ 
し、。装置本体をラックか5取り外す場合 
は、装置本体をインジケータのところで 
持ち上げて手前にスライドさせます。続 
いてハンドルを利用して装置本体をラッ 
クか5取り外します。 



目.装置本体をラック内へ押し込む。 

青いハンドルをすべて取り外し、スライ 
ドレール上のすべての青いラッチを前後 
にすベ6せてか6装置本体がラックか6 
約 10cm 化た状態(こなるまでラック(こス 
ライドさせて押し込みます。 



7. ス□ープアセンブリを取り付ける。 

ス□ープアセンブリ上のヒンジピンアク 
チュエータを手前(こ引き戻し、ス□ープ 
アセンブリのミニヒンジピンをちスライ 
ドレールの対応するヒンジにそれぞれ 
セットします。ヒンジピンアクチュエー 
夕を前方に押し、ヒンジピンをしっかり 
とはめジ^みます。 


ヒンジピン 
アクチュエータ 



ス□ープアセンブリ 


ミニヒンジピン 































8 . ケーブルアームアセンブリを取り付け 
る。 

この前の手順を繰り返して、ケーブル 
アームアセンブリを左スライドレールに 
取り付けます。 



9. スタビライザバーを取り付ける。 

ケーブルアームアセンブリの空いている 
方の端を、スタビライザバーの一方の端 
を使用して、スライドレールに取り付け 
ます。スタビライザバーのもう一方の端 
をちスライドレールに取り付けます。 


スタビライザバー 



10. ケーブルを取り付ける。 

8プ□セ、ソサ構成じしている場合は、 
SMP 拡張ケーブルをケーブルアームアセ 
ンブリ下部にあるワイヤフォームクリツ 
プを通してフォーミングします。電源 
コードおよびその他のケーブル(キーボー 
ド、モニタ、およびマウスのケーブルな 
ど）を装置本体背面(こ接続した後、ケー 
ブルアームアセンブリ上部のケーブル 
ルートを通してフォーミングします。最 
後にすべてのケーブルをケーブルスト 
ラップで固定します。 


ケーブルストラップ 



ワイヤ フォーム クリ 、ソプ 
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11. ケーブルを固定する。 

ケーブルを、装置本体背面(こおって固定 
します。次に装置本体をラックか6引き 
化し、 SMP 拡張ケーブルを装置本体背面 
か6ピンと張った状態にして、すべての 
ケーブルをケーブルストラップで締めま 
す。 



12. 装置本体をラックに押し込む。 

装置本体をリリースラッチが所定の位置 
で□ックするまでラック内(こ押し入れま 
す。その後、装置前面の両側を添付の M6 
ネジで固定してください。装置本体を 
ラックか6取り出す場合は、 M6 ネジを取 
りかした後リリースラ、ソチを押してくだ 
さし、 



ま全のため装置前面の両側は必ず M 目 
ネジで固定してください。 



取り外し手順 

装置本体をラックから取り外す には これらの手順を逆に行ってください。装置本体背面から 
ケーブルを取り外した後、装置本体をラックから取り化す前にケーブルアームがケーブルを 
保持した状態で装置本体から外した方が作業が容易になる場合があります。ケーブルアーム 
を装置本体から取り外す場合は、ヒンジピンアクチュェータを引き戻します。 



A ミ主意 


A A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
似降の説明をご覧ください。 

• 2人似下で持ち上げない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

0 
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接続 


本装置と周辺装置を接続します。 

本装置の前面および背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次の図は 
本装置が標準の状態で接続できる周辺装置とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続してから添 
付の電源コードを本装置に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 




装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人が死 
t ずるまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご 
覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 




A ミち意 





装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 

• 指定 m がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定 m がの電源コードを使わない 

• 電源プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しを 
しない 

• 指定 m 外のインタフェースケーブルを使用しない 
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< 前面 > 



USB インタフェースを 
持つ装置(ターミナル 
アダプタなど） 




く背面> 



38 


















































































































































— >0 ♦ 電源は必ず AV 20 OV で使用してください。 

電源ユニットの冗長機能は AC 20 0 V で使用した場合のみ有効となります。 

• 本装置および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON のが態 
のまま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず (USB デバイスを除く）。 

• 轉社 ly 夕 K サードパーティ）の周辺装置およびインタフ I ースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用できることをあ5かじめ確認し 
てください。サードパーティの装置の中には本装置で使用でさないものびありまず。 

• キーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークを上に向けて差し込んでください。 

• シリアルポート A や、シリアルポート B か5専用回線に直接接続することはできませ 
ん。専用回線へ接続する場合には、必ず回線電気通信事業法で定め5れた認定を受けた 
端末機器か5接続してください。（専用回線とは、特定の利用者に設置される専用の伝 
送路設備およびその付属設備を指します。 NTT 等の公衆回線も含まれまず。） 

• 接続したケーブルはケーブルアームアセンブリを通してフォーミングした後、ケーブル 
ストラップで固定してください。 

• ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラフォーミングして 
<ださい。 

• ケーブルは装置の背面で少したるませる程度にフォーミングしてください。装置を引き 
出したときにケーブルび巧けるのを防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分や、接続しているケーブルのコネクタ部分び圧迫されないよう 
にして < ださい。 

• 本装置の LAN ポート (LANK LAN 2) にケーブルを接続する場台は、必ず装置に添付 
のコアを取り付けてください。 

• AC インレットか5電源コードのコネクタび巧け落ちるのを防止ずるため、□ックスプ 
リングを通してか5電源コードを差し込んでください。 
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